
 

株式会社外為どっとコム 外国為替保証金取引説明書（外貨ネクストネオ） 新旧対照表    

 

＜平成 30 年 3月 24 日改訂＞  

 

                                                                  （下線部は変更箇所） 

新（変更後） 旧（変更前） 

外国為替保証金取引説明書(外貨ネクストネオ) 

 

Ⅰ．外国為替保証金取引のリスクおよび委託財産の管理方法について 

1．～7 （略） 

 

8．お客様と当社との取引は相対取引であり、お客様の注文に対しては当社が相手方となって注

文を成立させます。また、当社は、外国為替保証金取引のリスクをヘッジする目的で以下の金

融機関等を相手方としてカバー取引を行っております。  

 

（略） 

 

（削除） 

 

 

■株式会社三菱 UFJ 銀行、銀行業 

※平成 30 年 3月 24 日付改訂に係る本項および次項の改訂（金融機関名「株式会社三菱 UFJ 銀

行」）につきましては、同年 4月 1日からの適用開始となります。なお、当該適用開始日の前日

までの間は、当該金融機関名につき「株式会社三菱東京 UFJ 銀行」と読み替えるものとします。 

 

9．当社は、お客様からお預かりした保証金については、株式会社三井住友銀行、みずほ信託銀

行株式会社およびあおぞら信託銀行株式会社の顧客区分管理信託口座にて、当社の固有財産と

は区分して管理しております。なお保証金が信託へ入金されるまでの間は顧客区分管理信託口

座の保全対象となりませんが、その間も金融機関(三井住友銀行、三菱 UFJ 銀行、みずほ銀行、

ジャパンネット銀行、楽天銀行、住信 SBI ネット銀行、スルガ銀行、ゆうちょ銀行、セブン銀

行、じぶん銀行)において保証金等であることが名義により明らかな預金口座にて、当社の固有

財産とは区分して管理しております。 

 

（略） 

 

Ⅲ．取引説明ガイド 

 

1. ～12 （略） 

 

13.（略） 

 

【オプション注文機能】 

1.ワンクリック注文 

条件設定や注文内容確認画面の表示を省略することで、より迅速に注文発注できる機能です。

本機能を設定した場合、リッチアプリ取引画面内のレート表（レートパネルおよびレート一覧）

の各通貨ペアの Bid・Ask 各サイドのレートを１回クリックするだけで、そのサイドに応じた売

買区分（Bid の場合は売、Ask の場合は買）の成行注文が発注され、約定します。ワンクリック

外国為替保証金取引説明書(外貨ネクストネオ) 

 

Ⅰ．外国為替保証金取引のリスクおよび委託財産の管理方法について 

1．～7 （略） 

 

8．お客様と当社との取引は相対取引であり、お客様の注文に対しては当社が相手方となって注

文を成立させます。また、当社は、外国為替保証金取引のリスクをヘッジする目的で以下の金

融機関等を相手方としてカバー取引を行っております。  

 

（略） 

 

■ルーシッド・マーケッツ(Lucid Markets UK LLP) 

金融商品取引業（英金融行為機構及び英健全性規制機構による監督） 

 

■株式会社三菱東京 UFJ 銀行、銀行業 

 

 

 

 

9．当社は、お客様からお預かりした保証金については、株式会社三井住友銀行、みずほ信託銀

行株式会社およびあおぞら信託銀行株式会社の顧客区分管理信託口座にて、当社の固有財産と

は区分して管理しております。なお保証金が信託へ入金されるまでの間は顧客区分管理信託口

座の保全対象となりませんが、その間も金融機関(三井住友銀行、三菱東京 UFJ 銀行、みずほ銀

行、ジャパンネット銀行、楽天銀行、住信 SBI ネット銀行、スルガ銀行、ゆうちょ銀行、セブ

ン銀行、じぶん銀行)において保証金等であることが名義により明らかな預金口座にて、当社の

固有財産とは区分して管理しております。 

 

（略） 

 

Ⅲ．取引説明ガイド 

 

1. ～12 （略） 

 

13.（略） 

 

【オプション注文機能】 

1.ワンクリック注文 

条件設定や注文内容確認画面の表示を省略することで、より迅速に注文発注できる機能です。

本機能を設定した場合、リッチアプリ取引画面内のレート表（レートパネルおよびレート一覧）

の各通貨ペアの Bid・Ask 各サイドのレートを１回クリックするだけで、そのサイドに応じた売

買区分（Bid の場合は売、Ask の場合は買）の成行注文が発注され、約定します。ワンクリック



 

注文の Lot 数は、前もって「注文・動作などの設定」画面の「基準 Lot 数」にて通貨ペア別に

設定します（初期設定は 1Lot）。また、同画面にて「注文・約定受付メッセージ」を「表示しな

い」に設定することにより、約定直後のダイアログメッセージを省略し、連射的に注文を発注

することも可能です。 

なお、本機能の設定時に誤ってレート表をクリックしてしまった場合には、意図しない注文が

発注され、原則として約定します。さらに、お客様がその約定に気付かぬまま意図しない新規

ポジションを保有し続けた場合には、その後の相場変動の結果、想定外の損失を被る恐れもご

ざいます。以上の観点から、本機能を使用されない時間帯、または使用中でもパソコンの前を

一時的に離れられる場合には、速やかに本注文機能を解除されることをお勧めします。 

※本機能の設定がなされている間は、両建て取引の可否設定（「23．両建て取引」を参照）にか

かわらず、両建て取引は行えません。この設定下で発注したワンクリック注文が、既存ポジシ

ョンと同一通貨ペアかつ反対の売買区分であった場合には、同注文は自動的に当該ポジション

の反対売買として（既存ポジションの残 Lot 数を超過した分は新規注文として）処理されます。

また、このとき決済対象となるポジションの優先順位は「成立日時の古い順」となります（「18．

決済注文の方式」のうち「（４）対象ポジションを指定しない決済注文方式」を参照）。そのた

め、成立日時が古く、かつ含み損の大きなポジションを保有していた場合には、当該ポジショ

ンが優先的に決済され、結果として多額の取引損が確定する可能性もございます。 

※「注文・動作などの設定」画面にて「レート表からの注文方法」初期設定を「ワンクリック

注文」に設定した場合には、レート表を一旦閉じた上で開き直す必要があります。設定時点で

すでに開いていたレート表には、本機能は適用されませんのでご注意ください。本機能が適用

されたレート表には、左上に「ワンクリック注文」と表示されます。 

 

2.スピード注文 

新規注文か決済注文かの選択、および各種確認画面の表示を一切省略して注文発注できる機能

のことで、取引画面内にある「スピード注文」画面および「スピード注文２」画面にてご利用

いただけます。 

同画面にて、選択している通貨ペアの売り注文（Bid）・買い注文（Ask）各サイドの提示レート

を１回クリックするだけで、そのサイドに応じた売買区分（Bid の場合は売、Ask の場合は買）

の成行またはマーケット注文が発注されます。その他、スピード注文における注文設定等の詳

細については、当社ホームページ内の操作マニュアルをご参照ください。 

※前述の通り、スピード注文の発注に際しては確認画面が一切表示されません。そのため誤っ

て提示レートをクリックしてしまった場合には、ワンクリック注文と同様に意図しない注文が

発注されますのでご注意ください。意図しない注文を防止するために、「スピード注文」画面お

よび「スピード注文２」画面においては、各種発注ボタンをロックすることが可能です。 

※「スピード注文」画面および「スピード注文２」画面においては、スピード注文独自の両建

て設定ができます。同画面の両建て設定が有効となっていないときに発注したスピード注文が、

既存ポジションと同一通貨ペアかつ反対の売買区分であった場合には、同注文は自動的に当該

ポジションの反対売買として（既存ポジションの残 Lot 数を超過した分は新規注文として）処

理されます。また、このとき決済対象となるポジションの優先順位は「成立日時の古い順」と

なります （「18．決済注文の方式」のうち「（４）対象ポジションを指定しない決済注文方式」

を参照）。そのため、成立日時が古く、かつ含み損の大きなポジションを保有していた場合には、

当該ポジションが優先的に決済され、結果として多額の取引損が確定する可能性もございます。

なお、「スピード注文」画面および「スピード注文２」画面の両建て設定が有効となっていると

きに発注したスピード注文は、既存ポジションの状況にかかわらず、常に新規注文として処理

されます。 

※「スピード注文」画面および「スピード注文２」画面における両建て設定は、その他の画面

の両建て設定に対し、常に優先します。たとえば、その他の画面では両建て設定「あり」とな

っていても、「スピード注文」画面または「スピード注文２」画面の両建て設定が有効となって

注文の Lot 数は、前もって「注文設定」画面の「基準 Lot 数」にて通貨ペア別に設定します（初

期設定は 1Lot）。また、同画面にて「注文・約定受付メッセージ」を「表示しない」に設定する

ことにより、約定直後のダイアログメッセージを省略し、連射的に注文を発注することも可能

です。 

なお、本機能の設定時に誤ってレート表をクリックしてしまった場合には、意図しない注文が

発注され、原則として約定します。さらに、お客様がその約定に気付かぬまま意図しない新規

ポジションを保有し続けた場合には、その後の相場変動の結果、想定外の損失を被る恐れもご

ざいます。以上の観点から、本機能を使用されない時間帯、または使用中でもパソコンの前を

一時的に離れられる場合には、速やかに本注文機能を解除されることをお勧めします。 

※本機能の設定がなされている間は、両建て取引の可否設定（「23．両建て取引」を参照）にか

かわらず、両建て取引は行えません。この設定下で発注したワンクリック注文が、既存ポジシ

ョンと同一通貨ペアかつ反対の売買区分であった場合には、同注文は自動的に当該ポジション

の反対売買として（既存ポジションの残 Lot 数を超過した分は新規注文として）処理されます。

また、このとき決済対象となるポジションの優先順位は「成立日時の古い順」となります（「18．

決済注文の方式」のうち「（４）対象ポジションを指定しない決済注文方式」を参照）。そのた

め、成立日時が古く、かつ含み損の大きなポジションを保有していた場合には、当該ポジショ

ンが優先的に決済され、結果として多額の取引損が確定する可能性もございます。 

※「注文の設定」画面にて「レート表からの注文方法」初期設定を「ワンクリック注文」に設

定した場合には、レート表を一旦閉じた上で開き直す必要があります。設定時点ですでに開い

ていたレート表には、本機能は適用されませんのでご注意ください。本機能が適用されたレー

ト表には、左上に「ワンクリック注文」と表示されます。 

 

2.スピード注文 

新規注文か決済注文かの選択、および各種確認画面の表示を一切省略して注文発注できる機能

のことで、取引画面内にある「スピード注文」画面にてご利用いただけます。 

 

同画面にて、選択している通貨ペアの売り注文（Bid）・買い注文（Ask）各サイドの提示レート

を１回クリックするだけで、そのサイドに応じた売買区分（Bid の場合は売、Ask の場合は買）

の成行またはマーケット注文が発注されます。その他、スピード注文における注文設定等の詳

細については、当社ホームページ内の操作マニュアルをご参照ください。 

※前述の通り、スピード注文の発注に際しては確認画面が一切表示されません。そのため誤っ

て提示レートをクリックしてしまった場合には、ワンクリック注文と同様に意図しない注文が

発注されますのでご注意ください。意図しない注文を防止するために、同画面上で提示レート

による発注や「一括売決済」・「一括買決済」・「全決済」をロックすることが可能です。 

※「スピード注文」画面においては、スピード注文独自の両建て設定ができます。同画面の両

建て設定が有効となっていないときに発注したスピード注文が、既存ポジションと同一通貨ペ

アかつ反対の売買区分であった場合には、同注文は自動的に当該ポジションの反対売買として

（既存ポジションの残 Lot 数を超過した分は新規注文として）処理されます。また、このとき

決済対象となるポジションの優先順位は「成立日時の古い順」となります （「18．決済注文の

方式」のうち「（４）対象ポジションを指定しない決済注文方式」を参照）。そのため、成立日

時が古く、かつ含み損の大きなポジションを保有していた場合には、当該ポジションが優先的

に決済され、結果として多額の取引損が確定する可能性もございます。なお、「スピード注文」

画面の両建て設定が有効となっているときに発注したスピード注文は、既存ポジションの状況

にかかわらず、常に新規注文として処理されます。 

 

※「スピード注文」画面における両建て設定は、その他の画面の両建て設定に対し、常に優先

します。たとえば、その他の画面では両建て設定「あり」となっていても、「スピード注文」画

面の両建て設定が有効となっていないときに発注したスピード注文は、両建て「なし」となり



 

いないときに同画面から発注したスピード注文は、両建て「なし」となります。反対にその他

の画面では両建て設定「なし」となっていても、「スピード注文」画面または「スピード注文２」

画面の両建て設定が有効となっているときに同画面から発注したスピード注文は、両建て「あ

り」となります。 

※スピード注文の発注に際しては、そのスピード注文が新規注文（IF）として約定した場合の

成立ポジションに対する、Done（指値・ストップ・トレール）または OCO（指値・ストップもし

くは指値・トレールの組み合わせ）の決済注文を同時に発注することができます。これら決済

注文のうち指値・ストップにおいては、指定レートに代えてレート差（決済指値幅・決済スト

ップ幅）を設定します。この決済注文が有効となった際には、スピード注文（IF）発注時のレ

ートに当該レート差を加減した値を指定レートとして適用するため、スピード注文（IF）の約

定値からのレート差とは一致しない場合があります。なお、「スピード注文」画面および「スピ

ード注文２」画面における両建て設定が有効でないときに限り、スピード注文（IF）が決済注

文となり、これと同時に発注した決済注文（Done または OCO）は自動的に取消となる場合があ

ります（「23．両建て取引」を参照）。 

※「スピード注文２」画面においては、取引レートのスプレッドが所定の値（スプレッド許容

値）を上回った場合に限り、同画面上でスピード注文を発注できなくする設定の使用可否を選

択できます（スプレッドフィルタ）。スプレッド許容値は、「注文・動作などの設定」画面の「ス

ピード注文２設定」にて通貨ペア毎に設定できます。なお、本項冒頭の成行・マーケット注文

の説明において記載しております通り、約定値には実際に約定処理が行われる時点の取引レー

トを適用するため、スプレッドフィルタを通して注文発注された場合であっても、結果として

スプレッド許容値を上回るスプレッド提示下の取引レートで約定する場合があります。 

※「スピード注文２」画面からのスピード注文は、発注ボタン上でマウスを押したタイミング

で注文を発注する機能が利用できます（通常は他の注文発注画面と同じく、マウスを押して放

したタイミングで発注されます）。「注文・動作などの設定」画面の「スピード注文２設定」に

て使用可否を選択できます。 

 

（略） 

 

5.注文設定 

リッチアプリ取引画面内の「注文・動作などの設定」画面においては、注文に関する以下の各

項目につき、初期設定が可能です。 

 

（略） 

 

 [5]スピード注文２設定 

「スピード注文２」画面、および同画面からのスピード注文に限り適用される設定です。同画

面での「スプレッドフィルタ」に適用される通貨ペア毎のスプレッド許容値、取引レートのス

プレッドがスプレッド許容値を上回っているときの同画面スプレッド表示欄の色変更の適用可

否、同画面の発注ボタン上でマウスを押したタイミングで注文を発注する機能の使用可否のそ

れぞれが設定できます。 

 

（略） 

 

18.（略） 

 

（3）全決済注文 

本方式では、通貨ペアの種類および売買区分、合計 Lot 数、すでに決済注文が発注されている

か否かを問わず、保有しているすべてのポジションの全 Lot 数に対し一度に決済成行注文を発

ます。反対にその他の画面では両建て設定「なし」となっていても、「スピード注文」画面の両

建て設定が有効となっているときに発注したスピード注文は、両建て「あり」となります。 

 

 

※スピード注文の発注に際しては、そのスピード注文が新規注文（IF）として約定した場合の

成立ポジションに対する、Done（指値・ストップ・トレール）または OCO（指値・ストップもし

くは指値・トレールの組み合わせ）の決済注文を同時に発注することができます。これら決済

注文のうち指値・ストップにおいては、指定レートに代えてレート差（決済指値幅・決済スト

ップ幅）を設定します。この決済注文が有効となった際には、スピード注文（IF）発注時のレ

ートに当該レート差を加減した値を指定レートとして適用するため、スピード注文（IF）の約

定値からのレート差とは一致しない場合があります。なお、「スピード注文」画面における両建

て設定が有効でないときに限り、スピード注文（IF）が決済注文となり、これと同時に発注し

た決済注文（Done または OCO）は自動的に取消となる場合があります（「23．両建て取引」を参

照）。 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

5.注文設定 

リッチアプリ取引画面内の「注文設定」画面においては、注文に関する以下の各項目につき、

初期設定が可能です。 

 

（略） 

 

（新設） 

 

 

 

 

 

 

（略） 

 

18.（略） 

 

（3）全決済注文 

本方式では、通貨ペアの種類および売買区分、合計 Lot 数、すでに決済注文が発注されている

か否かを問わず、保有しているすべてのポジションの全 Lot 数に対し一度に決済成行注文を発



 

注することができます。 

※「スピード注文」画面および「スピード注文２」画面においては、選択した通貨ペアの全ポ

ジション・全 Lot 数に対し決済成行注文を発注することを「全決済」と表記しています。本注

文は、「スピード注文」画面および「スピード注文２」画面における設定にかかわらず成行にて

発注されます。 

 

（略） 

 

（5）ワンクリック決済 

本方式では、「ポジション照会」画面においては単一ポジションの全 Lot 数、「通貨ペア別照会」

画面においては同一通貨ペアの全ポジション・全 Lot 数に対し、売買区分、すでに決済注文が

発注されているか否かを問わず、一度に決済成行注文を発注することができます。「注文・動作

などの設定」画面の「注文動作設定」にて「ワンクリック決済」を「使用する」に設定し、各

画面にて「ワンクリックの開始」ボタンをクリックすると、同画面中の各ポジションまたは通

貨ペアの行に「即決済」ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、発注前の確認

ダイアログの表示を省略して、当該ポジションが成行注文により決済されます。 

 

 

以下省略 

以上 

注することができます。 

※「スピード注文」画面においては、選択した通貨ペアの全ポジション・全 Lot 数に対し決済

成行注文を発注することを「全決済」と表記しています。本注文は、「スピード注文」画面にお

ける設定にかかわらず成行にて発注されます。 

 

 

（略） 

 

（5）ワンクリック決済 

本方式では、「ポジション照会」画面においては単一ポジションの全 Lot 数、「通貨ペア別照会」

画面においては同一通貨ペアの全ポジション・全 Lot 数に対し、売買区分、すでに決済注文が

発注されているか否かを問わず、一度に決済成行注文を発注することができます。「注文設定」

画面の「注文動作設定」にて「ワンクリック決済」を「使用する」に設定し、各画面にて「ワ

ンクリックの開始」ボタンをクリックすると、同画面中の各ポジションまたは通貨ペアの行に

「即決済」ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、発注前の確認ダイアログの

表示を省略して、当該ポジションが成行注文により決済されます。 

 

 

以下省略 

以上 

 


